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【抄録】
血小板は数々の成長因子を含み、活性化することで、創傷治癒の初期から関与していることが知られてい

る。自己血を遠心分離して得られる血清の中で、全血に比較して血小板数を倍加した血漿を多血小板血漿
（以後PRPと略す）と称している。このPRPを骨の早期癒合や潰瘍の治癒促進に応用したのがPRP療法であ
る。
我々は外来診療において老化した皮膚の修復にPRPを応用できないかと考え、しわ、たるみ、しみ、薄毛

などの症状に対してPRPを皮膚浅層に注射する方法を考案した。その結果、従来の方法では治療が困難で
あったいわゆるちりめんジワなどの老化症状の改善が認められた。現在は美容領域だけでなく、歯科や整形
外科領域に普及しており、その現状と問題点を報告する。
次に、最近製品の輸入が開始されたPRP作製キットについて現在知りうる事項を紹介する。本製品は遠心

分離した自己血清を特殊フィルターに複数回通すことで水分と血小板を分離する。また、血小板の活性化を
促し、各種の成長因子やエクソソームを多量に含むPRPを簡単に作製するキットという謳い文句である。解
析結果では全血に比較し２倍以上のPRPを得ることができる。またPRP内に血小板以外の細胞成分を含まず、
Pure PRPに属すると考えられる。皮膚においては術後に発赤や皮下硬結を伴わない経過を示した。推測の
域を出ないが、実際に炎症反応を伴う関節炎や筋膜炎の治療に適する可能性がある。
以上、報告する。
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